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圧入原理の優位性とICTの融合で現場の生産性を向上させる

PPTシステムⓇ

NETIS（国土交通省 新技術情報提供システム）登録番号：SK-170006-A

■ 「PPTシステムⓇ」搭載可能圧入機　2018年2月現在

F101 F111 F201A F301

Press-in Piling Total System

自動運転
地盤情報推定
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圧入施工の生産性を革新する新技術

PPTシステムⓇ

圧入条件の設定

圧入の実行 圧入施工条件の
最適化

地盤情報の評価

圧入データの
計測・取得・解析PPTシステムⓇ

自動

自動

自動

自動

地下の可視化地下の可視化

圧入機自体が地盤情報と施工状態を
判断し最適な自動運転を行う

PPTSⓇ自動運転

圧入情報端末 (G-TerminalⓇ) に表示

結果表に出力

Press-in Piling Total System

地下を可視化し、最適な施工を自動で行う

自

動動で行う
圧入では、杭／矢板に静荷重を加えて地中に押し込む過程で、地盤への貫入状況をリアルタイム
に計測し、その挙動を油圧制御することができます。これは施工中に地下を可視化しながら、
構築する構造物の性能を実証できるという圧入原理の優れた特性の一つです。

PPTシステムはその優位性に ICT 技術を組み合わせ、杭圧入施工中に得られる圧入力やトルク
などのデータから地盤情報を推定し、圧入速度や回転速度、圧入・引抜ストロークなどの圧入
条件をリアルタイムで自動的に最適化する統合型システムです。

国土交通省が推進する i-Construction（生産性プロジェクト）とも合致する技術で、建設現場の
省力化、省人化、生産性向上に貢献します。

NETIS（国土交通省 新技術情報提供システム）登録番号：SK-170006-A

圧入施工中に得られるデータから
地盤情報を推定する

PPTSⓇ地盤情報推定



有機質土

砂質シルト

粘土
砂質シルト

粘土

砂質シルト
粘土

粘土～シルト

土質情報を連続的に推定・記録

N値を連続的に推定・記録

4

■ 地盤情報を連続的に推定可能

圧入作業中に自動取得できる圧入管理データ（圧入力・トルク・速度・時間・深度）を解析することでCPT（コーン
貫入試験）やSPT（標準貫入試験）と同様に、土質・換算N値等の地盤情報を推定します。その推定した情報は、圧入機
に装備した圧入情報端末「G-Terminal」に連続的に記録・保存されながら結果表を作成・表示することができます。

PPTS 地盤情報推定では、圧入する１本１本の杭から連続的に地盤情報を推定することができるため、想定外の
地盤条件に遭遇した際の最適な工法選定をより客観的に行うことができます。

PPTS 地盤情報推定では、単独圧入時には土質、換算N値、
CPTのコーン指数 (qc 値 ) を、パイルオーガ併用圧入時には
換算 N 値を推定できます。下の例でも、PPTS 地盤情報
推定による推定結果は、CPT、SPT による情報とほぼ同じ
波形を示しています。

PPTSⓇ地盤情報推定

1. その場で設計条件と比較しながら施工管理が可能
既知の地盤調査位置が圧入位置から離れていても、圧入杭ごとに地盤情報を取得し、その場で確認すること
ができるので、設計条件と比較しながら施工管理を行うことができます。

2. 設計変更の判断が容易
施工時に想定外の地盤条件に遭遇した際の設計変更の判断を、より客観的に行うことができます。

3. 施工実績の品質証明
全数の根入れ長管理、打ち止め管理データは信頼できる品質証明となるため、現場立会、完成検査の省力化・
簡素化が図れます。

PPTSⓇ地盤情報推定の効果

■ PPTシステムによる地盤情報推定 単独圧入時

・土質
・換算N値
・CPTのコーン指数 (qc 値 )

CPT
( コーン貫入試験 )

CPT
( コーン貫入試験 ) PPTSⓇ 地盤情報推定PPTSⓇ 地盤情報推定

PPTS
推定N値

PPTS
推定土質

PPTS
推定土質

CPT
推定N値

CPT
推定土質

パイルオーガ併用圧入時

・換算N値

CPTのコーン指数 (qc 値 ) の推定結果 N値と土質の推定結果
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G-TerminalⓇ

3

圧入施工中に得られるデータから地盤情報を推定する

※ 上図は連続的に地盤情報を推定するイメージ図であり、実際の表示方法とは異なります。
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■ 最適化施工

（NETIS ホームページより抜粋）

■ 施工時間の短縮化
従来の手動運転では、オペレータによる設定の判断や、切替操作のタイムラグ等により施工時間が決定されて
いました。下の適用事例で比較するとPPTS 自動運転を採用した場合に、圧入力、トルク、圧入速度のバランス
が最適化されており、結果として圧入時間を短縮していることがわかります。

PPTSⓇ自動運転

「PPTシステムⓇ」は工事成績評定の加点対象になります！

従来の運転

圧入力
トルク
速度

施工状態（観察）

オペレーターが判断

オペレーティング

NETIS（国土交通省 新技術情報提供システム）
に登録された技術を活用した場合、
最大で 1.6 点が工事成績評定に加点されます。
「PPTシステム」は
平成29年にNETISに登録されました。

技術名称：PPTシステム
技術番号：SK-170006-A

圧入力[kN]

深
度
[ｍ
]

深
度
[ｍ
]

深
度
[ｍ
]

深
度
[ｍ
]

トルク[kN*ｍ] 圧入速度[ｍ/min]

ー PPTS 自動運転 ー 手動運転

圧入時間[min]

約30％短縮

地盤情報の推定
圧入姿勢を認識

最適数値に自動設定

圧入の実行

�
�

従来は事前調査資料や現在の圧入力、トルク、圧入姿勢などの施工状態をオペレータが判断し、設定する必要が
ありましたが、PPTS 自動運転では圧入機自体が取得したデータを基に圧入姿勢や圧入地盤を判断し、自動制御に
よって最適な施工を行うことができます。

圧入機自体が地盤情報と施工状態を判断し、最適な自動運転を行う

1. 施工時間を短縮
圧入機の自動判断により、常に圧入条件が最適化されるため、施工速度を向上できます。

2. 熟練オペレーター不足への対応
オペレーターの熟練度に頼らず施工できるため、人材不足への対応・教育期間の短縮が可能です。

3. 高い施工精度の維持と圧入機の長寿命化
常に最適化された状態で施工するため、杭への過負荷、圧入機への過負荷を制御できます。

PPTSⓇ自動運転の効果
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※ 50を超える場合は換算Ｎ値とする。

礫混じり粘土

玉石混じり砂礫

玉石混じり砂礫

玉石混じり砂礫

玉石混じり砂礫

シルト混じり砂礫

玉石

玉石

玉石

圧入機本体・杭への
負荷軽減

圧入力・トルク・速度の最適化

施工時の圧入姿勢自動認識

地盤情報の推定
■ 2枚目施工姿勢 ■ チャック上げ姿勢■ コーナー施工姿勢



試験位置試験位置

約200ｍ
約 200ｍ

地盤調査位置
（既知の地盤情報）
地盤調査位置

（既知の地盤情報）
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● 試験概要

● 結果
＜既知の地盤情報＞ ＜PPTSⓇ 地盤情報推定の結果＞

推定土質

試験杭 1 試験杭 2

推定土質推定N値 推定N値

● 試験位置と地盤調査位置

● 試験レイアウト

● 実証フロー

地盤情報推定システム確認試験
（平成25年度高知県産学官連携産業創出研究推進事業「南海地震による津波被害軽減と浸水時間を短縮する
減災技術の開発）
2014/1/6～ 2014/1/8
高知県高知市
鋼矢板圧入施工における地盤情報（N値、層厚、土質の種類）の推定
深度20ｍまで鋼矢板を圧入（単独）し、データを取得する
サイレントパイラー ECO600S
U形鋼矢板ⅢW型 L=17.5ｍ

実証試験名

試 験 期 間
試 験 場 所
試 験 目 的
試 験 方 法
施 工 機 械
杭 規 格

地盤情報が無くても、施工箇所の地盤条件の把握が可能に。

PPTSⓇ 地盤情報推定

0 10 20 300 10 20 30

サイレントパイラー ECO600S

川の流れ

反力用矢板 3枚

U形鋼矢板ⅢW型, L=17.5m

試験杭1 試験杭2

サイレントパイラー
圧入機

ラフタークレーン25 ｔ 吊・50 ｔ 吊

U
形
鋼
矢
板
III
W
型
L=
17
.5
ｍ

既知の地盤情報でのN値の高い層既知の地盤情報でのN値の高い層

実際の試験位置でのN値の高い層実際の試験位置でのN値の高い層

砂

砂礫

粘土～シルト

シルト～砂

有機土質

粘土

反力矢板上に圧入機を設置

試験杭 1をデータ取得しながら施工

試験杭 2をデータ取得しながら施工

試験結果の出力
（P8　PPTS 地盤情報推定の結果）

・N値の高い層が既知の地盤情報よりもはるかに浅い位置にあることが判明した。
・試験位置の周辺は河川及び山が存在しており、既知の地盤情報との間に差が生じたと考えられる。

実証例
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平成27年度　一級河川安間川流域治水対策河川事業
静岡県　浜松土木事務所
2016年8月
静岡県　浜松市
総合治水対策事業
サイレントパイラー F201
U形鋼矢板Ⅲ型 L=7.5ｍ
オーガ併用

工 事 名
発 注 者
施 工 期 間
工 事 場 所
工 事 目 的
施 工 機 械
杭 規 格
併 用 工 法

平成27年度　河川改修工事　県単（その2）
神奈川県　厚木土木事務所東部センター
2017年2月
神奈川県　厚木市
河川改修工事
サイレントパイラー F111
U形鋼矢板Ⅲ型 L=10.5ｍ
オーガ併用

工 事 名
発 注 者
施 工 期 間
工 事 場 所
工 事 目 的
施 工 機 械
杭 規 格
併 用 工 法

● 取得データ ● 取得データ

● 最短圧入時間の比較

● 最短圧入時間の比較

圧入時間

圧入時間26％短縮PPTS 自動運転2分14秒

手動運転2分59秒

圧入時間

圧入時間32％短縮PPTS 自動運転5分27秒

手動運転7分58秒
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▼ 土質柱状図

※ 50を超える場合は換算Ｎ値とする。

盛土

有機質粘土

粘土混り砂礫

粘土

細砂

礫混り細砂

細砂

運転種別 圧入長
【m】

圧入時間
【分：秒】

圧入速度
【mm/s】

平均速度
【mm/s】

No.1 3分23秒 21.53

No.2 2分59秒 24.49

No.9 2分37秒 27.99

No.10 2分40秒 27.36

No.11 2分14秒 32.68

No.12 2分31秒 29.07

No.13 2分37秒 27.95

手動

4.38

23.01

PPTS 自動運転 29.01

杭No. 運転種別 圧入長
【m】

圧入時間
【分：秒】

圧入速度
【mm/s】

平均速度
【mm/s】

No.1

No.2

No.3

No.4

No.5

No.7

No.8

No.9

No.10

No.11

手動

6

11.18

PPTS 自動運転 14.84

杭No.

8分44秒 11.45

11分23秒 8.78

8分52秒 11.28

7分58秒 12.55

8分28秒 11.83

7分55秒 12.63

7分32秒 13.27

6分19秒 15.85

5分27秒 18.34

7分06秒 14.84

● 工事概要● 工事概要
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▼ 土質柱状図

※ 50を超える場合は換算Ｎ値とする。

表土、農耕土
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砂れき
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PPTSⓇ自動運転実施工による適用例 PPTSⓇ自動運転実施工による適用例
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